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女子美術大学の前身、私立女子美術学校は1900（明

治33）年、美術教育の女性への解放、美術による女性

の自立、及び、女性の社会的地位の向上、教育者の育

成を目的として設置された。私立の美術大学としては

日本で最も古い歴史を持ち、創立以来100年以上に亘

り、新しい価値観を切り拓こうとした幾多の芸術家、

デザイナー、教育者を輩出してきた。本学は、我が国

の美術界において指導的な役割を果たしてきたと同時

に、女子の高等教育機関として先駆的な活動を展開し

ている。

1949（昭和24）年、新制大学として発足、翌年には、

今回の共同申請者である短期大学部を併設し、短期高

等教育においても貢献してきた。更に1994（平成６）

年に大学院美術研究科修士課程、1996（平成８）年に博

士後期課程を設置し、付属中学・高校から大学院博士

後期課程までの教育体制を整え現在に至る。大学（芸

術学部）は、2001（平成13）年４月の改組により７学科

２専攻を有する。絵画（洋画専攻、日本画専攻）、工

芸、デザイン、芸術学の４学科に加え、現代社会の動

向を踏まえ新たにメディアアート、ファッション造形、

立体アートの３学科を設置し、今日の美術大学に期待

されるほぼ全領域を整えた教育組織を実現した。

現在、都市部（東京都杉並区）と郊外（神奈川県相

模原市）に２キャンパスがあり、杉並校地では、短期

大学部及び付属中学・高校生が学び、相模原校地には

芸術学部生及び大学院生が学ぶ。相模原キャンパスで

は2001（平成13）年に創立百周年事業として美術館を開

設し、〈地域社会と美術教育現場との連携による新し

いタイプの美術館〉を目指して活動している。更に、

学長指導の下に、現代社会や学生の動向を踏まえ、芸

術学部と短期大学部、大学院を挙げて、21世紀に必要と

される新たな視点から大学改革に向けて着手している。

本取組は、初等・中等教育機関、企業等と本学のリ

エゾン（連携）により、学生達がキャリア形成を通し

社会・地域等との関係性を育む実践プログラムであ

る。アートツールとして使用する美術大学の作品ファ

イルを、一般大学の学生の自分史、自己表現のメディ

アへ汎用化する試みでもある。本学は学生の表現活動

の範囲拡大を目的に全学で作品ポートフォリオ制作に

取り組み、学生自身の社会性獲得を実現する。手始め

に、学生の学習履歴を記録しキャリア形成を支援する

電子ツールを開発し、実物と電子のキャリアポートフォ

リオとして学生の人間的成長の足跡を残し、教職員、

卒業生、企業人との豊かな交流を促す。

またキャリアポートフォリオを学生のピアサポート

に用い、卒業後の表現者の揺籃期と、更にそれ以降を

継続支援する卒業生サポートのデータベースとしてア

ーティストアーカイブスに進化・発展させ、学生が社

会へ繋がるリエゾン型キャリア形成支援を展開する。

（１）動機と背景、目的

本取組は地域から老人・若者・こども等が孤立し、

人と人との繋がりが希薄化する世相を受け、学生がキャ

リア形成を通して社会や地域の中で、人々との繋がり

を回復し育むことを目標としている。学生の成長によ

る能力向上と社会性獲得の試みがピア（peer：仲間）

サポートであり、作品ポートフォリオ制作の取組であ

る。個人が記録や作品を残すことは表現するという一

つの行動である。その行動が個人の振返りや内省に繋

がり自己の成長過程となる。作品として残すこと自体

が社会性を得ることに学生自身が気付く取組でもあ

る。
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人が成長するには意思が必要であり、意思を持ち行

動することの意味や価値を知る時、初めて情報や体験

は経験化され知恵となり、生きていく力に結実する。

これが自己表現の意味であり、学生を表現者として育

成し社会に輩出する美術大学の使命に適合する。

更に、2005（平成17）年１月の中央教育審議会答申

『我が国の高等教育の将来像』で触れた「教育の質の

保証」について、本学では学生の質や教育・研究等の

質は大学が学生教育を4年間の完成教育と見るのでは

なく、学生の生涯を見つめ、卒業した後もキャリア形

成の途上にあると捉え、一生を通して支援し続ける体

制の構築により保証できると考える。

（２）取組の意義

キャリア形成支援の意義は学生の未来を創ることに

ある。本取組では、入学時から学生自身が学習を積重

ね、キャリアを通して自己の未来の姿を描き、ビジョ

ンを持ちキャリア形成のスタートで目標を定める。学

生が目標へ向かい戦略を立て、キャリア形成学習によ

り自ら知を創造していく方法を提起する。ゆえに本学
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図１ 学生（卒業生）支援機構



のキャリア形成の共通認識は、生きる力を身に付ける

ことであり、問題発見・分析・情報収集・解決力等を

向上させ、イメージ喚起・コミュニケーション力等の

コンピテンシーを高めることである。

学生がキャリア形成の目標を明確に意識すること

で、現実と対峙し問題解決しながら知を獲得し成長す

る、体験型学習等が有効に機能し社会・地域への理解

を深める。社会や他者に貢献する意義を知ることが、

自己表現の創出の根拠となり社会性獲得を導く。

この学習支援手法のツールが電子ネットワーク＝

〈学習・キャリア形成ポートフォリオ〉である。学生

自身が記した学習目的・成果・履歴や相談について教

職員はアドバイスや指導を行い、記録を残すことが可

能な双方向性のコミュニケーションツールとして利活

用される。

美大では、学生の作品ポートフォリオ制作は珍しい

ものではなく、学生が作品ポートフォリオを携行する

姿は日常的な風景である。しかし、卒業制作作品・論

文等の提出時に作品ポートフォリオ制作をカリキュラ

ムで必修化し義務付けている訳でもない。そこで本学

は独自に、全学を挙げた〔作品ポートフォリオの制作〕

に取り組むことにした。作品ポートフォリオは、研究

論文を主体とする総合大学や一般大学での研究デー

タ、写真、イメージ図等を、学生生活の実物記録とし

て再現することに応用が可能であり、有効なプレゼン

テーションツールとなる。具体的に正課あるいは課外

学習として、学生が写真撮影、メディアの作成、加工

技術、PCのスキル等を習得する。教員が各長期休暇

の前後を利用し、〈図１〉の通り学生のピアサポート

の場を提供することで、学生相互に作成が容易となり、

作品ポートフォリオは学生時代の足跡として一生の記

念となる表現行為であり、社会へデビューする際の自

己証明となる。

〈卒業生サポートの工夫〉

学生は、電子化した〈学習・キャリア形成ポートフ

ォリオ〉に、文字情報や画像情報を記録するとともに、

作品ポートフォリオの実物を携えて卒業する。本学が

このシステムを利用し企業の現場とのコラボレーショ

ンの機会を多く設定することでキャリア形成支援も有

効に機能する。他に企業の人事担当者が学生の職業・

職種への志望を知ることが可能な開示システムとす

る。更に結婚出産等で離職を余儀なくされた卒業生の

再チャレンジを支援するために、〈人材バンク〉への

登録を行うほか、社会人の学び直しのためのスキルア

ップ教育の支援プログラムを構築し、キャリア形成の

第二ステージを用意する。社会や学生、卒業生のニー

ズを踏まえ、現行のキャリア形成を基に、単年度で帰

結する就職を優先するプログラムではなく、在学中、

卒業後にわたり継続する段階的なキャリア形成支援の

体制を、新たな学生（卒業生）支援機構として構築す

る。

本学は、専門性を軸に心を開き、手をつなぎ、人を

拒絶しない、支え合う共生の精神〈共に生きる〉を背

景に学生のピアサポートを行う。教職員に訊ねるより

も、先輩や友人には気楽に質問できる学生相互の支援

制度として、１年次から４年次迄の全学生を対象にピ

アサポートを位置付けキャリア形成の支援に適用す

る。学生が同じキャリア形成の途上にある仲間として、

学生自らの責任感と使命感により実践する仕組とす

る。

本取組は小学校や中学校、高等学校でのキャリア形

成支援を学生が行い、ピアサポートに真剣に取り組む

ことで、自らのキャリア形成の意義と方法を会得して

行くことを目的とする。学生自身が、生涯の選択を卒

業時に迫られるように、児童や生徒の立場でもキャリ

ア形成への迷いや相談へのニーズがあり、その支援に

は有効性がある。そこで本学は各地域の教育機関と連

携し、学生が夏休等の長期休暇中を利用して、グルー

プを組み学生の出身地域等にある小・中・高校を訪問

し、キャリアへの相談や助言のピアサポートを実践す

る。

個人が企業等に就職しその中での職位・職務を獲得

することを指して、キャリアが達成されたと見る時代

から変化し、現在、キャリアは、個人の一生涯を通し

て実現されるものであり、自らが価値付けるものであ

ると、本学では捉えている。

従って、本学の取組は、学生時代４年間の期間限定

型の支援ではなく、〈図２〉のように幾つもの機関や

人々との多角的、段階的連携と交流により実践される

リエゾン型キャリア形成支援の展開である。卒業後数

年間を表現者としての揺籃期、重要なキャリア形成期

と捉え、この時期以降を重視して本学は生涯のキャリ

ア形成を支援する取組を実践する。美術大学の制作活

動は一般大学での研究活動に当たるもので、本取組は
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４．本プログラムの独自性（工夫されている内容）

５．本プログラムの有効性（効果）



卒業生が手掛ける研究を一生支え、応援し続ける大学

でありたいと望む全ての大学に有効性をもつ。

（１）相乗効果、社会と学生のニーズ

学生に制作や表現する目的意識を高める意図から授

業形態や研究体制として、異分野の自治体や企業と他

大学と本学のリエゾン（連携）体制を取る。この前進

には、本学がコラボレーション（協働）型の取組やプ

ロジェクト型学習を推進し増加することにより、社会

や企業のニーズを積極的に受容できる。その意味で学

生が企業との協働（コラボレーション）プロジェクト

に参加することで、社会参画の機会を多く設ける共同

作業（コラボレーション）が、より一層学生に実力を

付ける具体的プログラムとなる。

社会変化が企業変化を追い越す時代に、企業と卒業

生との関係も変化し、企業に卒業生を任せ放しにする

のではなく、生涯を懸けてキャリア形成する学生・卒

業生に、本学が知識・技術を新たに供給する体制を構

築しブラッシュアップする。コラボレーション型キャ

リア形成支援は社会人の学び直しを含め、新たな知見

（知識の高度化と体系化）を女子美術大学や大学院が

提供して行く、独自の教育研究体制の構築であり、大

学改革に帰結する。

本学では、内閣府が唱える男女共同参画社会におけ

る女性の社会進出を目的にワーク・ライフ・バランス

支援を推進している。美大におけるワーク・ライフ・

バランス支援とは、キャリアデザイン（人生の設計図

をを描くこと）を実践し社会人への自立を支援するこ

とである。更に、女性の特徴である仕事と家庭の両立

を、出産・育児を預かる母の立場やデザイナー、アー

ティストの立場から実践できるようにする社会参画へ

の活動支援である。
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図２ リエゾン型キャリア形成支援



（２）教育・研究活動との有効性

本学では電子化した〈学習・キャリア形成ポートフ

ォリオ〉を開発し、入学から卒業までマルチポイント

で学習を支援し、個人のキャリア形成をライフ・スパ

ンで捉え支援する。本プログラムは学生が在学中に教

職員・卒業生・企業等の人々と多角的に、コミュニケ

ーションを取り、自らの制作した作品と、電子ポート

フォリオの学習履歴が、〈キャリアポートフォリオ〉

となる。更に、卒業生サポートのキャリア形成支援の

データベースとして《アーティストアーカイブス》へ

と進化・発展させる取組でもある。従来の電子ポート

フォリオは在学中の支援に限定利用されたが、キャリ

ア形成を自己表現と捉えるならば、各大学が、学生支

援に取組む際に卒業後の研究支援を目的とする〈論文

アーカイブス〉として卒業生キャリア支援ツールとな

り教育・研究活動との関係で有効性を発揮し他大学の

参考となる。

（１）評価体制・方法

本取組の効果測定、評価を次の３点において行い、

目標を実効的に達成する。

①学生による評価：授業科目と同様に「キャリア形成

評価アンケート」を実施し、継続して定量的計測と

アンケートの自由記述を用い定性的分析を実施す

る。

②教職員による自己評価：キャリア形成や作品ポート

フォリオ制作の指導教員や参加職員が評価を行い次

期に生かす。

③第三者評価：本取組は、ピアサポートやキャリア形

成への参加者及び、連携した学外の教育・行政機関、

企業、同窓会、卒業生等により第三者評価を実施す

る。学生は実際的なキャリア形成上の相談や問題解

決に際し、情報収集・リサーチに始まり、就業や自

己表現について多角的に評価を得ることで自己形成

する。具体化したキャリアの針路では社会参画を実

施しながら成果・作品への反響を直接的に見ること

が可能となる。

（２）評価項目の設定

学生自身がどう変わって行くか、事前・事後のアン

ケートと同様に位置付けされるのが、本学が実施する

『在学生調査報告書』や「卒業生アンケート」である。

これらの調査項目に〈学習・キャリア形成ポートフォ

リオ〉や「作品ポートフォリオ」の項目を追加するこ

とにより、学生自身の〈気付き〉が自己評価の形で効

果的に把握される。

（３）評価結果の活用方法

キャリア形成には学生が主体的に携わり、電子ポー

トフォリオや作品制作を行い、企業や教育機関等の評

価や教員からの評価を基に自己成長を確認する。評価

結果を生かしFDやSD活動を踏まえ継続的に学生支援

の課題解決研修に取り組み、学生や教職員の支援体制

を整備する。またマネジメントサイクル（PDCA）を

用いて、評価結果を教育・研究活動の改革に生かす工

夫を行い、更に、その成果を大学改革の場に活用する。

（１）実施計画、年度運用

実施計画の実現に向け本学の事業戦略として位置付

け、人的・物的・財政的条件を整え全面的バックアッ

プを行う。例えば、〈図３〉の通り〈学習・キャリア

形成ポートフォリオ・システム〉等の技術開発につい

て、2008（平成20）年度は高度化に向けて他機関と連携

し予備調査から入り技術開発を行う。2009（平成21）

年度は技術開発により新入生からシステムに参画し試

行する。2010（平成22）年度にはシステム試行と利用上

のヒヤリング結果を下に再評価する。2011（平成23）

年度は〈学習・キャリア形成ポートフォリオ・システ

ム〉を、《アーティストアーカイブス・システム》へ

と発展させるための開発と再構築を行う。2012（平成

24）年度以降はシステムを継続運用し、〈学習・キャリ

ア形成ポートフォリオ〉と、《アーティストアーカイ

大
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６．本プログラムの改善・評価

７．本プログラムの実現可能性・将来性

図３ システム概念図



ブス》の２システムの両方の稼動を再評価し、更に精

度の高いシステムとし学習・キャリア形成支援効果を

高める。

（２）本取組の実施体制

学長のマネジメントの下に「学習・キャリア形成推

進センター」を設け運営支援の窓口とし、キャリア支

援センター、学生支援センター、企業、同窓会等と教

職員が協働し全学で取組を実施する。予算措置根拠等

経費面を含め全学支援、推進体制を整備する。

本取組では、計画がどのように企業や卒業生、社会

に受容されるか事前・事後調査により検証する。キャ

リア形成のシステムは公開に際し、特に企業、卒業生

等への開示範囲の限定も必要である。一方、アーティ

ストアーカイブスは、社会への情報公開を第一とし方

法、内容の適切性を調査・評価し、システムの検証を

行い本取組に反映し改善する。

更に、活動の成果を、本学に留まらずシンポジウム、

電子印刷媒体、インターネット等により全国公開し、

効果測定を実施しつつ社会に開かれた取組プログラム

とする。

（３）期間終了後の展開、将来的課題

現時点の課題として、キャリア形成への学生の要望

は強く、重要性について共通認識する教職員の数も増

え全学的拡がりを見せているが、キャリアポートフォ

リオやアーティストアーカイブスへの要望は、電子ブ

ック機能の追加を含め多様化が予測される。今後の課

題として、本学１校だけではなく、他の美大や一般大

学と連携し、作品ポートフォリオ制作やアーティスト

アーカイブスをともに学び、活用する方向で、ネット

ワークを組み、学習・取組方法等の研究会、協議会、

展覧会等の開催により研鑚を深める施策が必要であ

る。

事例１２　女子美術大学／女子美術大学短期大学部
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女子美術大学においては、学生を大学の中心に位置づけ、教職一体となり、協働して学生の成長と人間としての

自立と社会的対応能力を育成するという明確な理念を有しています。

そして、キャリア形成を一生涯を通して実現させる人間の生き方として支援するために、「学生キャリア形成推

進センター」において組織的に実施し、更に横の連携を目指しています。その結果は、地方自治体、まちの人々、

NPO、企業等地域社会との協働としての作品ポートフォリオ制作により、学生の成長と社会性獲得をもたらして

おり、支援のプロセスも明確で、特に、美術系の学生を支援するプロセスに他に見られない新規性と独自性のある

取組であると言えます。また、個々の学生の作品ポートフォリオを電子ネットワーク上に構築し、学生同士のピア

サポートや教員による指導も行っています。

更に、4年間を通じて、小学校や中学校、高等学校でのキャリア支援とピアサポートにより、リエゾン型キャリ

ア形成支援を展開するとともに、卒業後も含めた生涯のキャリア形成を支援する取組であり、他の大学等の参考と

なる優れた取組であると言えます。

選　定　理　由
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